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【勉強会の趣旨】 

認知症や重い病気になり判断能力が低下した方及び身寄りのいない（身寄りがいる

が支援の得られない）知的・精神障がいの方等（以下「本人」という。）は、家庭裁

判所の手続きを経て成年後見制度による成年後見人、保佐人及び補助人（以下「成年

後見人等」という。）の支援を受けることできます。 

 ＮＰＯ法人市民後見ひょうごは、２０１２年９月から法人として、家族のいない高

齢者（家族がおられても支援の得られない方を含む。）及び、軽度・中度・重度の認

知症の方などの生活支援や成年後見制度を活用した支援を実践しています。今年度は、

その実践から得られた経験知を深めていく勉強会を開催します。 

 

 第 1 部 身上監護と医療同意・リビングウィル         

１ 成年後見人が行う身上監護の場面  

成年後見人等は、本人が医療行為を受ける必要がある場合、本人が医療機関の医

療サービスを受ける手続きを行うことになります。この場合、成年後見人は、医療

機関から医療行為におけるインフォームドコンセント（事前説明と同意）の場面に

立たされます。終末期における医療サービスや介護サービスを受けるか否かの選択

の場面に立たされます。 

２ 医療同意の必要性  

医療機関の医療サービスを受ける必要があることを、身上監護の意味から、医療

同意の必要性について、成年被後見人等の立場で考えてみましょう。  


